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I. はじめに
























1 前年と比べると 264人増、前々年と比べると 316人増である。その中心はアジアからの留学生で 78.2％
を占める。全体の約半数は中国からの留学生である。 

























ータベース化していた。同窓生向けのウェブページ「University of Dallas Alumni 































次大会（University of Tsukuba Overseas Alumni Conference）」であり、これは年
に一度の情報交換・意見交換の場である。
1. Tsukuba Alumni Network (T-Net)
(1)目的と概要
Tsukuba Alumni Network (以下、T-Netと呼ぶ)7はウェブ上のデータベースシステム
であり、世界中どこからでも自分の情報を登録・更新でき、また、同窓生を検索してメ
ッセージを送ることができるのが基本機能である。他に、大学公式ウェブページに掲載











































































2. 海外同窓生ネットワーク年次大会（University of Tsukuba Overseas Alumni Conference） 
(1) 平成 27年度（第 1回）大会開催の目的と概要 
平成 27年 9月 28日（月）に、9つの国・地域から同窓生代表を招へいし14、第 1回






























なお、同大会は、本学が毎年 9 月に 30 以上のセッションを擁して行う大規模な国際




(2) 平成 28年度（第 2回大会）の取組み 
第 2回大会は、平成 28年 9月 18日（日）に前年同様、TGSWの 1セッションとい
う位置づけで行った。参加地域を拡大し、新たに韓国、ブラジル、タイ、アフリカを加










































(3) 平成 29年度（第 3回大会）以降の企画方針 























らまだ 1 年あまりであるが、T-Net 登録者は 1,000 人に達する勢いで、OAC は陪席も
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